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当日プログラムに掲載



コロナ感染源となる工事と老朽原発の再稼働を止めるよう求めます
日本原子力発電株式会社取締役社長 村松 衛 様

最近明らかになった以下の事実から、改めて日本原子力発電（以下原電）に、東海第
二原発の再稼働工事の中止と2022年12月をめざす再稼働を中止するよう求めます。
第1に、原電は12月9日、東海第二原発の再稼働準備工事中の作業員が、新型コロナウ

イルスに感染したと発表し6人を自宅待機にしています。私たちがこれまで危惧していた
事態が起こりました。茨城県では、1月8日過去最高の127名が感染し、成人式なども中

止しています。原電は、政府が隣接する一都三県に出した緊急事態宣言に応え、首都圏
から作業員を集め、最も密になっている再稼働工事を直ちに中止すべきです。

第2に、12月14日と15日原子力規制委員会は、原電の敦賀原発2号機審査資料書き

換え問題で、原電本店への立ち入り検査を行いました。検査にあたった規制委の担当官
は「原因分析の土台となる経緯や事実関係に、不明確なところがある」とし、改めて原
電に再調査と年明けの報告を求めました。しかし原電副社長は「改ざんの意図はなかっ
た」と言い訳し、反省の姿勢を示していません。原子炉建屋直下の断層が活断層かどう

かの判断に関わる地層の観察記録をこっそり書き換えたことを未だ正当化しています。
また、この間、私たち電力利用者が不安を抱く疑問に回答しないのは、電力会社では原
電だけです。このような不誠実な事業者に、危険な原発の運転を任せることはできませ
ん。
第3に、12月4日大阪地裁が、大飯原発3、4号機の国の設置許可を取り消す判決で、原

発が想定する地震の最大の揺れを示す「基準地震動」について、「原子力規制委員会の
判断に看過しがたい過誤、欠落があり、設置許可は違法」と判断したことです。これは
同様に、茨城県沖で地震が繰り返されている折、東海第二原発の許可の違法性も示して
いると解するべきです。
第4に、9月末に再稼働予定であった大飯原発3号機の蒸気発生器の配管に亀裂が見つ

かり関西電力が再稼働を止めている事実です。原因は、老朽原発の減肉、腐食、損傷に
よるもので、12月で30年を超した大飯3号機の配管にさえ亀裂があることから、2022年
で44年となる東海第二原発の稼働は危険極まりないことを示しています。

以上の理由から、原電は、住民の安全を守る社会的責任を果たすために、東海第二原
発の再稼働は止めるよう強く求めます。

以上の事実に、反論や申し開きがあれば、今回も返信封筒を添付するので、郵送また
は下記のメールアドレスにお送りください。
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